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三菱商事株式会社

2007年度
第3四半期累計

（単位：億円） 第1四半期 第2四半期 第3四半期 増減 達成率

売 上 高 (*1) 54,626 56,100 60,571 171,297 153,034 18,263  220,000 78% 

売 上 総 利 益 2,929 2,982 2,964 8,875 8,534 341  a 12,200 73% 

販売費及び一般管理費 ▲1,971 ▲2,041 ▲2,067 ▲6,079 ▲5,448 ▲631 b ▲8,300 73% 

貸倒引当金繰入額 ▲10 12 ▲16 ▲14 ▲20 6 ▲50 28% 

営 業 利 益 (*1) 948 953 881 2,782 3,066 ▲284 3,850 72% 

利息（受取利息差引後） ▲29 ▲20 ▲31 ▲80 ▲93 13 ▲250 32% 

受 取 配 当 金 327 279 336 942 1,023 ▲81 1,400 67% 

有 価 証 券 損 益 111 194 99 404 792 ▲388 d

固 定 資 産 損 益 6 ▲4 - 2 29 ▲27 e

そ の 他 の 損 益 44 44 106 194 ▲86 280 f

税 引 前 利 益 1,407 1,446 1,391 4,244 4,731 ▲487 5,450 78% 

法 人 税 等 ▲463 ▲479 ▲529 ▲1,471 ▲1,960 489 ▲2,100 70% 

少 数 株 主 持 分 ▲105 ▲144 ▲141 ▲390 ▲324 ▲66 ▲500 78% 

持分法による投資損益 314 401 358 1,073 1,045 28 g 1,450 74% 

当 期 純 利 益 1,153 1,224 1,079 3,456 3,492 ▲36 4,300 80% 

基 礎 収 益 (*2) 1,570 1,601 1,560 4,731 5,061 ▲330 6,500 73% 

(*2)基礎収益＝営業利益（貸倒引当金繰入額控除前）＋利息収支＋受取配当金＋持分法による投資損益

増減

114,857 8,733 h

29,509 1,068 i

38,138 4,910 

30,463 3,830 

(1.3倍) (0.1倍) 

(1.0倍) (0.1倍)  

2007年3月末比の増減

133% 

(*1)売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。
     なお、EITF第99-19号に従って収益を表示すると、2007年度第3四半期累計は4兆4,253億円、前年同期は3兆7,993億円となります。

(1.1倍) 
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(1.2倍) （ 有 利 子 負 債 倍 率 NET ）

(*3)有利子負債には「FAS133適用による影響額」を含めておりません。
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2007年度業績見通し

２００７年度第３四半期連結決算（米国基準）
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（ 有 利 子 負 債 倍 率 GROSS ）
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損益の状況

資産と負債の状況

【主要指標推移】         2007 年度             2006 年度
                         第3四半期             第3四半期            増      減
  油価（USD/BBL）          72.7               62.7           ( 16%の上昇)
  為替（YEN/USD）         117.4              116.2           (  1%の円安)
  金利（%)TIBOR            0.78               0.38           (105%の上昇)

4％の増益

▲9％の減益

▲1％の減益

a.【売上総利益】
原料炭価格下落の影響があったも
のの、主に資源関連以外のｾｸﾞﾒﾝﾄ
で取引が好調に推移し、また、新規
連結の影響もあり、前年同期比4％
の増益となった。

b.【販管費】
新規連結の影響に加えて、事業拡
大に伴う販売費・人件費の負担増な
どにより増加。

c.【金融収支】
受取配当金の減少により悪化。

d.【有価証券損益】
①上場有価証券評価損
  ･･･＋12 ［ ▲2←▲14］
②不良資産償却関連損失
  ･･･▲58 ［▲76←▲18］
③その他株式売却損益等
  ･･･▲342［ 482← 824］
   [うち前年度におけるﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｼﾃｨ

    株式売却益の反動▲438]

e.【固定資産損益】
前年同期に発生した固定資産売却
益の反動により減少。

f.【その他の損益】
海外子会社での為替関連損益の好
転により改善。

g.【持分法による投資損益】
海外IPP事業での新規連結の影響
などにより増加。

h.【総資産】
堅調な営業活動による営業債権の
増加、及び新規投資実行による投資
残高の積増しにより増加。

ｉ.【株主資本】
自己株式取得による減少があったも
のの、当期純利益の積上がりにより
増加。
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